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問題番号 問い ２次関数 ｙ＝χ －５χ＋６ と 軸との共有点の座標を求めなさい。２ x

１８ 正解 （２，０ （３，０）），

誤 答 例 つ ま ず き 原 因 分析と解消

１ 無解答 共有点の求め方を理解していない。 ５３ページ

【１８－１】

２ （２，３） 方程式の解を，座標と間違えた。 ５３ページ

【１８－１】

３ ＝２，３ 方程式の解を求めてしまった。 ５３ページx
【１８－１】

４ (－２ ０)，(－３ ０) (χ－２)(χ－３)＝ より，χ＝－２ －３ ５４ページ, , 0 ,
と間違えた。 【１８－２】

または，因数分解を間違えた。

５ (－１ ０) （６，０) 因数分解を間違えた。 ５４ページ, ,
【１８－２】

正解の解説

χ －５χ＋６＝０とおくと，２

(χ－２)(χ－３)＝０
よりχ＝２，３

よって，χ軸との共有点の座標は （２，０ （３，０）となる。， ），

次の２次関数と 軸との共有点の座標を求めなさい。練習 x

( ) ( )1 2

( ) ( )3 4

( ) (－１ ０) （６，０) ( )解答 1 , , 2

( ) ( ) 共有点はない3 4

y＝x2－5x－6 y＝x2－6x－5

y＝4x2－4x＋1 y＝x2－4x＋5

１

２
，０

３－ 14，０ ， ３＋ 14，０
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【１８－１】誤答例１，２，３のつまずきの分析

χ軸との共有点とはどのような点であり，どうすれば求められるかを理解していないた

め，無解答であったり，表し方を間違えたと思われます。

つまずきの解消

○ χ軸との共有点とは

のグラフをかいてみましょう。

と変形できるので，グラフ

は右図のようになります。

軸との共有点とは，このグラフが 軸と交わχ x
（ ） 。っている 接する場合もあります 点のことです

グラフよりχ軸との共有点が２個あることがわ

かります。

また，このグラフが通る点を のχにいくつか値を代入して調べてみる

と，

のとき

のとき

のとき

のとき

のとき

のとき

となって，これを表にしてみると，

０ １ ２ ３ ４ ５χ
６ ２ ０ ０ ２ ６ｙ

となります。

χ軸上の点はｙ座標が０なので，χ軸との共有点の座標は （２，０ （３，０）で， ），

あることがわかります。

○ これを計算で求めるにはどうしたらよいでしょうか。

ｙ＝χ －５χ＋６のχに，２と３を代入したらｙの値が０になり，それがχ軸との２

共有点になります。逆にｙの値が０になるようなχの値を探すことが，χ軸との共有点

のχ座標を求めることになります。

どんなχの値を代入すれば χ －５χ＋６ の値が０になるのかを求めるには，２

χ －５χ＋６＝０ となるχの値を求めること，つまりこの２次方程式を解けばよいの２

です。

２次方程式の解法については，つまずきの分析【１８－２ （５４ページ）を参照し】

てください。

y＝x2－5x＋6

y＝ x－
5
2

2
－

1
4

y＝x2－5x＋6

x＝0 y＝02－5×0＋6＝6
x＝1 y＝12－5×1＋6＝2
x＝2 y＝22－5×2＋6＝0
x＝3 y＝32－5×3＋6＝0
x＝4 y＝42－5×4＋6＝2
x＝5 y＝52－5×5＋6＝6



- 54 -

【１８－２】誤答例４，５のつまずきの分析
２次方程式の解き方をよく理解していないので，χ軸との共有点の座標の値を間違えた

と考えられます。

つまずきの解消
○ ２次方程式の解き方

すべての項を左辺に移項して簡単にしたとき，左辺がχの２次式になる方程式

＋ ＋ ＝０a bχ χ ｃ２

の形になる方程式を，χについての といいます。２次方程式

２次方程式を成り立たせるχの値を，その２次方程式の といい，すべての解を求め解

ることを，その２次方程式を といいます。解く

２つの数Ａ，Ｂについて，次のことがいえる。

ＡＢ＝０ ならば， Ａ＝０ または Ｂ＝０

２次方程式を解くには，このことを利用します。左辺の２次式を１次式と１次式の積

に因数分解することができれば，その２次方程式は容易に解くことができます。

つまり，(χ－α)(χ－β)＝０ ならば，χ－α＝０ または χ－β＝０ なので

χ＝α または χ＝β

となり，解が求められます。

本問の場合は，χ －５χ＋６＝０ を解くのだから，左辺を因数分解して，２

(χ－２)(χ－３)＝０

χ－２＝０ または χ－３＝０

χ＝２ または χ＝３

となり，解が求められます。

○ 因数分解について

１つの式をいくつかの単項式や多項式の積の形に表すとき，その１つ１つの式を，も

との式の といいます。因数

多項式を因数の積の形に表すことを，その多項式を するといいます。因数分因数分解

解は，積の展開を逆にみたものです。

χ －５χ＋６ の因数分解のしかたを考えてみましょう。２

因数分解は積の展開を逆にみたものですから，式の形に注目すると，χ －５χ＋６２

は，次のように因数分解できます。

χ －５χ＋６＝(χ＋ )(χ＋ )２ a b
ここで右辺を展開すると，

a b a b a b(χ＋ )(χ＋ )＝χ ＋( ＋ )χ＋２

であるから，

＋ ＝－５， ＝６a b a b
となるような ， を見つかればよいのです。a b
すなわち，和が－５，積が６である ， を求めればよいことがわかります。a b
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a b＋

( ＋ )( ＋ )＝ ＋(－５) ＋６x a x b x x２

a b×

和が，－５，積が６ である２つの数を右のよ 積が６ 和

うな表で考えると，

その２つの数は，－２と－３であることが分か １ と ６ ７

ります。

＝－２， ＝－３ とおくと， ２ と ３ ５a b

χ －５χ＋６＝(χ－２)(χ－３) －１ と －６ －７２

と因数分解できます。 －２ と －３ －５

因数分解の公式

χ ＋( ＋ )χ＋ ＝(χ＋ )(χ＋ )２ a b a b a b


